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　11 月末～ 12 月初めにテヘランで開催された最初の首脳会談で，英米ソの指導者は，戦中・
戦後の三大国間の協力について協議し，懸案だったヨーロッパの「第二戦線」問題について，



























ルが結成され，1943 年 5 月に「民主的社会主義者国際グループ」（「小インターナショナル」）
の名で「平和目標」を発表する。これには，戦後，西ドイツ，オーストリアの首相となるブラ
ントとクライスキー（Bruno Kreisky）が加わっていた。
　ロンドンでは，1941 年 3 月にドイツ社会民主党亡命指導部（ゾパーデ）を中心に創設され


















とになった [ 相馬 2008：165-168]。
　そのような中で，いち早く戦後に向けて綱領を発表できたのは，イギリス労働党であった。
労働党は，1940 年 2 月の「講和目的」で「ヒトラー体制の打倒」および民主主義と社会主義
に基づく戦後の「新しい世界秩序」を構想していた。1942 年 5 月の年次党大会に向けて公表
された労働党執行部の内部報告は，『旧い世界と新しい社会』と題され，戦後の再建問題に重

























1942 年 6 月までに「平和目標に関する討議案」を作成していた。


















国際的な計画，そして「社会主義的民主主義」の実現などが掲げられていた [Rathkolb 1986: 



































と歩調を合わせた共産党の動きが活発になっていた [Misgeld 1976: 86-89；相馬 2012 ②：280f.]。







　1938 年 3 月の独墺合邦の後，スウェーデンに亡命していたクライスキーは，党指導者オッ
トー・バウアーを師と仰ぎながら，ブッティンガー（Joseph Buttinger）らの亡命組織「オー
ストリア革命的社会主義者（Revolutionäre Sozialisten Österreichs）」が受け継ぐ合邦論とは早
くから距離をおき，民主的なオーストリアの独立を訴えていた。この方針はその後， 11 月 1 日
の「モスクワ宣言」で国際的に認められることになる [Kreisky 1986 :387-403; Rathkolb 1986: 






















　一方，ゾパーデ執行部のフォーゲル，オレンハウアーらは，1941 年 5 月以降，「来る平和
と今後のドイツ」に関する綱領の再検討を始めていた。しかし，指導部がレープ（Walter 
Loeb），ガイヤー（Curt Geyer，党執行部員）との内輪もめから彼らと激しく対立するという





かけとして 1942 年夏以降，ゾパーデと労働党との関係はすっかり冷却した [Eiber 1998: LXI-




題に関する宣言であった [Eiber 1998: LXII- LXIV, 162-180]。
　1943 年 8 月 6 日にフォーゲルとアイヒラー（Willi Eichler）は，国際政策に関する綱領の審
議について提案を行った。この提案に基づき，10 月 23 日に発表されたのが，「ドイツ社会主



























そこには，ヴァンシタート主義に関わる議論が反映されていたばかりでなく，1943 年 7 月の
「「自由ドイツ」国民委員会」の宣言も当然意識されていた [ 相馬 2010 ①：108f.; 相馬 2012 ②：
















ら「最小限の国境修正と最小限の住民移住」が望ましいとみなされた [ 相馬 2010：250f.；相
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らえて自分たちの手で実施に移すと考えられていた [ 相馬 2012 ②：285-287]。


















義」に凝り固まっており，その 7 割から 8 割が「汎ゲルマン主義とナチズムの思想」を受け入
れた。「私は，罪ある者は全員追い出さなければならないという観点に立つ」。もちろん「つね
にわれわれと行動を共にしたドイツ人を追い出すなら，恩知らずということになろう。しかし，




































た [Brandes 2005: 271-301; British Documents 1998 vol.4: 64-73; Kettenacker 1989: 451-454]。



















　ドールトンが 1944 年 5 月か 6 月に開催が予定されていた労働党大会のために用意した報告
案では，その間の批判を受けて，表現がいくらか和らげられ，他の可能性にも言及された [The 


















的な手続きや方法そのものではなかった [Frank 2008: 68-73]。
2.2．ヤークシュの怒り
































































































れは政治的にそれに関与しない」と [Brandes 2005: 347]。
　5 月 24 日，イギリス首相チャーチルは，下院での演説で「無条件降伏」までドイツと戦い続け，
ナチズムを根絶させること，大西洋憲章はドイツの将来について自分たちを縛るものではない

























































3） ちなみに，ヤークシュは，1943 年 11 月のズデーテン・ドイツ社会民主党亡命組織第 3 回全国大会で「チェ
コスロヴァキア国内の連邦化」ととともに「ヨーロッパ連邦の創設」を課題として挙げた [ 相馬 2012 ②：
290]。それが，この「目標」あるいは 1943 年 10 月のドイツ社会主義者の宣言から影響を受けた可能性
は十分ありうる。
4） この種の宣伝がどれだけ効果的だったかはわからないが，トロパウ（現スロヴァキア，オパヴァ）県知
事が内務大臣・親衛隊全国指導者ヒムラーにあてて送った 11 月 2 日の報告には，ドイツ人が行った政
策のためそれまで友好的だったチェコ人の間でも，ベネシュへの期待が高まっていると述べられている 
[Odsun 2010: 418-420]。





6）“Mass Expulsion of the Sudeten Germans? London, Januar 1944, ”in: Sudetendeutsches Archiv [SA] 
München, Wenzel Jaksch, Schriftlicher Nachlaß, F7; Vondrová, 1994: 267-271. Cf. Brandes 2005: 344f.
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1. Die Nachkriegsprogramme der Sozialisten
    1.1. “Internationale Gruppe demokratischer Sozialisten＂ (Stockholm)
    1.2. “Union deutscher sozialistischer Organisationen in Großbritannien＂ (London)
2. Diskussionen über die Massenumsiedlung der Bevölkerung
    2.1.  Methode der Umsiedlung
    2.2.  Jakschs Ärger 
Zusammenfassung 
      Wenzel Jaksch (1896-1966) war ein sudetendeutscher Sozialdemokrat, der während des 
Zweiten Weltkriegs im Exil in London sowohl gegen den Nationalsozialismus als auch gegen den 
Vertreibungsplan der tschechoslowakischen Exilregierung energisch Widerstand leistete. Sein 
Lebenslauf spiegelt die welthistorischen großen Umwandlungen in Mitteleuropa in der ersten 
Hälfte des 20. Jahrhunderts wider. Trotzdem sind im Rahmen der Widerstandsforschung in 
Deutschland seine Tätigkeit und seine Beziehungen zu der Sopade und den anderen deutschen 
und österreichischen Widerstandsbewegungen bisher selten behandelt worden. Diese 
Abhandlung befasst sich deshalb mit der Diaspora und dem Widerstand der sudetendeutschen 
Sozialdemokratie um Wenzel Jaksch. Dabei wird auf zwei wichtige Forschungsansätze 
eingegangen: die Untersuchung von Mark Mazower über die ethnischen, religiösen und 
sprachlichen Minderheiten in Europa und die klassischen Studien von Arno J. Mayer über die 
Kriegsziel- und Friedenspolitik während und nach dem Ersten Weltkrieg. 
     Im letzten Heft (Nr. 85, Dez. 2012) wurden die sowjetischen Kriegsziele und die 
Besprechungen der drei Großmächte bis zur Teheran-Konferenz verfolgt, und die Politik Benešs 
gegenüber der Sowjetunion und die Gegenaktionen Jakschs untersucht. In diesem Heft werden 
erstens die Nachkriegsprogramme der Sozialisten in Stockholm und London geprüft, zweitens 
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die Diskussionen über die Massenumsiedlung der Bevölkerung, vor allem ihre Methode in der 
Benešs Konzept und in der britischen Regierung und der Öffentlichkeit, und Jakschs Ärger über 
die Umsiedlunggpläne der britischen und tschechoslowakischen Regierungen bis Anfang 1944 
untersucht.
